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特集「ネットワークサービスと分散処理」の
編集にあたって

安本 慶一1,a)

第 5期科学技術基本計画において提唱された我が国が目

指すべき未来社会 “Society 5.0”は，サイバー空間（仮想

空間）とフィジカル空間（現実空間）を高度に融合させた

システムにより，経済発展と社会的課題の解決を両立する

人間中心の社会と定義されています．Society 5.0を実現す

るためには，サイバーフィジカルシステム（CPS）をあら

ゆる分野・場所に浸透させる必要があり，そのためには，

データを実世界からサイバー空間に取り込む IoTやネット

ワーキング技術，サイバー空間でデータを効率良く処理す

るAIや分散処理技術，処理結果を実世界に効率良くフィー

ドバックするサービス提供技術，さらには，これら一連の

処理・技術を安全安心に取り扱うためのセキュリティやプ

ライバシ保護技術等に関する技術の進展が不可欠です．

本特集は，これら CPSを実現するための様々な技術に

関する研究成果を取りまとめることで，当該分野の研究開

発の動向をとらえるとともに，同分野の研究開発を促進す

ることをねらいとして企画されました．特集号編集委員会

は「マルチメディア通信と分散処理」研究会の運営委員を

中心に末記のとおり構成されました．特集号には，18編の

論文が投稿され，4回にわたる編集委員会において慎重な

審議を経たうえで，14編の論文が採択されました（採択率

77.8%）．

採択された論文は，「ネットワークサービスと分散処理」

に関する幅広い分野，センシング，ネットワーキング，分

散処理，セキュリティなど多岐にわたっており，いずれの

論文も将来のネットワークサービス実現に必要な課題に対

する解決策が議論されています．特に，機械学習を組み合

わせたネットワーキング・セキュリティ手法や農業へのセ

ンシング・データ分析技術の応用といったCPSに関連する

論文が複数採択されていることは特筆に値します．本特集

号がネットワークサービスと分散処理に関する研究分野の

発展に貢献することを願います．最後に，特集号の企画・

編集，論文の査読・審査に尽力いただいた幹事の後藤佑介

氏をはじめ特集号編集委員会委員の皆様に厚く御礼申し上

げます．
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